
















































































シカゴの Center for Research Libraryでは窓を
全く作らない書庫、図書館を作ってかなり冷
やして保存するということをかなりこまめに
やっておられるようですけれども、そこまで
いかなくてもどういうふうに保存していくか、
ということはこれからたぶん図書館員とアー
キビスト、先生方と協力して考えなければい
けないと思います。
　保存ということでは、ひとつは収集された
史資料をデジタルアーカイブ化するというこ
とを考えております。これは当然のように著
作権問題もありますので、全部がデジタル化
して、インターネット上で公開するというこ
とは不可能です。まずは年代的に著作権の処
理は必要ない史資料からデジタル化すること
が必要です。著作権があるものについては例
えば目次情報をデジタル化することも一つの
考えです。また、提供だけではなくてデジタ
ル化によって史資料を保存するということも
課題としてはあるように思います。
　先程もちょっと触れられましたけども、保
存の形態としては、逆説的ですけど紙が保存
媒体としては歴史がありまして、実は一番安
心できるということがあります。その次にマ
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イクロフォームが来て、ハードディスクに落
としたデジタル情報がどこまで保存できるか
ということは実はまだ歴史的に証明されてい
ない問題です。技術者も、マイグレーション
といいましてハードディスクなどのハードの
資源とかそれからソフトウェアが変わってい
く状況に応じてデジタル資源を、どういうふ
うに世代を超えて保存してくのかということ
を今考えている状況です。従って、保存とい
うことに関してはデジタルだけではなくてそ
れ以外の媒体も含めて多様な形で考えなくて
はいけません。
　デジタルコンテンツの書誌記述ですけども
これは図書館職員ならみんな知っているんで
すけども、メタデータ、ダブリンコアとい
うものをベースにしたメタデータ。あるいは
NACSIS-CAT 対応かどちらかを考えています。
それから多言語対応の検索システム、つまり
UNICODE 対応の検索システムを考えていま
す。これは京大と全く同様です。それから五
番目に横断検索機能の提供を考えています。
これは Z39.50というプロトコルと HTTPプ
ロトコルの 2つを使って横断検索機能を提供
しようと思っています。
　国内についてはこの Z39.50 対応のところ
がまだ少ないものですから一応 HTTPで大阪
外大と東京大学、これは東洋文化研究所があ
ります。京都大学、これは東南アジア研究セ
ンターがあります。それからアジア経済研究
所などを横断検索の対象にする予定です。そ
れからネットワークの拡大に応じて、範囲を
広げる必要があるんじゃないかと思いますの
で、例えば民族学博物館とか、国会図書館の
関西館とかいうようなところに、横断検索の
対象を広げることも将来的には必要かと思い
ます。それから最後にですね史資料の収集と
図書館の関わりということで、個人的な意見
を申し上げたいと思います。まず図書館員の
養成の現状ですけれども、国家公務員二種の
試験の中に図書館学というのがありまして、
これが現在国立大学の図書館の職員を採用す
るシステムになっています。ですが試験に通
れば司書資格は不要です。かつ司書資格とい
うのは 40 単位くらいで取れてしまいますの
で、正直言って誰でも取れる状況です。この
司書資格がどれだけ専門性を保証しているか
はかなり疑問です。
　それから附属図書館、中央図書館は東京外
大だけにかかわらず国立大学全部そうですけ
ど、全主題のサービスをしています。例え
ば私が以前おりました東京大学ですと、総合
図書館というところが中央館になりますが、
約 50 人くらいの職員がおりましてそのうち
図書系職員は多分約 40 人くらいです。実際
カウンターでサービスするのが 10 人としま
すとその 10 人で文理、文科系、理科系すべ
ての対象に対してサービスをしなくちゃい
けないという状況です。東外大も、アジアだ
けではなくてヨーロッパ系の言語など様々な
資料を集めておりまして、それら全部を整理
してサービスするという状況ですので、特化
したサービスというのは大変難しいという状
況です。ではファカルティーライブラリーの
職員はどうかといいますと、先程松本先生も
おっしゃったようにこれは異動してしまいま
す。今、2,3 年でどんどん異動する状態でス
ペシャルなサービスをするというような状況
ではありません。
　おそらく図書館はデジタルライブラリアン
の方向にあるというふうにいってもいいと思
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います。これは目録のオンライン化とかオン
ラインジャーナル、情報発信というようない
くつかの課題がありましてそちらの方向で動
いているということです。それから主題ごと
の横断組織が非常に不活発で、医学図書館協
議会や薬学図書館協議会というのがあります
が、残念ながら文科系ではそうした組織はあ
りません。最後に、研究者、アーキビストの
支援を図書館はしなくちゃいけないというふ
うに思います。これまで申し上げてきたこと
から言えることですが、図書館員には主題知
識を求めることは難しい現状です。しかし、
次のような支援はできると思います。すなわ
ち、どのような主題の収集活動も側面から支
援はできると、つまり情報の流通の面から、
マーケットではこういうふうに流通している
からこういうふうに買ったらいいのではない
かという側面から支援できるのではないかな
と思います。それから媒体の面からは、どう
いった主題（の史資料）のデジタル化も情報発
信も側面から支援できます。これは物理学で
あろうと、南アジア学であろうとどんな主題
であっても大なり小なり側面から支援できる
という実質は備えているのではないかと思い
ます。
　結論としては、現状では、主題と資料の状
況に詳しい研究者、アーキビストと図書館員
のトライアングルによってアーカイブ機能の
充実を図るしかないのではないか、というの
が私の結論です。
